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昨夜、外に出たら、お月さまがとても美

しくて、じっと見つめていたら、こんな

ことばが降りてきました。 

 

「たたかわない勇気」 

 

それは、まるでいま見ている月の光のよ

うに、すうっと、私のなかに、しみこん

でくるのでした。…「たたかわない勇気」 

腑に落ちるものがありました。 

 

あのひとに、あんなことを言われるすじ

あいはない！ どうして、私の意見が尊

重されないの？ こうしてくれれば、も

っとうまくいくはずなのに…。 

 

いつでも、無数の、たたかいの気持ちが、 

こころのなかに、生まれては消えていき

ます。それほどはげしいものでなくても、

ちいさな火種は、いつだって、すきをね

らい、噴き出そうとするのです。 

 

もちろん、不当なあつかいを、耐えしの

ぶ必要はありません。私たちは、自分が

生きることにおいて、必要なことは必要

だと主張していいのです。 

自分の気持ちを押し殺してがまんをする

ことは、平和でもなんでもありません。 

 

でも、そのときに、相手を否定したり、

憎んだりする必要もないのです。 

相手には、相手の考えかたがあり、感じ

かたがあり、生きかたがあるのです。 

 

少なくとも、相手は、そのような価値観

で、これまで生きてきたのです。 

あなたが、あなたの価値観を否定された

くないように、相手もまた、自分の価値

観を否定されたくないのです。 

 

だから、どのような価値観であっても、

ひとまず、それを、みとめましょう。 

みとめるとは、同意することとは、ちが

います。ああ、そのようにあるのだと、

ただ、認識するというだけのことです。 

 

あなたのなかで、先に、たたかいを終わ

らせるのです。たたかわないでいること

は、勇気のいることですが、あえてその

勇気を使うのです。 

 

たたかいは、相手とあなたのあいだにあ

るのではなく、あなた自身のなかにある

のです。 

あなた自身が、あなたのなかで、たたか

いを終わらせることができれば、たちま

ちおだやかな時間がおとずれます。 

 

そのうえで、あなたは、相手に、自分の

気持ちを、素直に伝えればいいのです。 

ただし、あくまでも、あなたの気持ちを、

ですよ。相手を変えようとすると、また、

たたかいのモードに逆戻りです。 

相手の問題は、相手が考えることであっ

て、あなたの領分ではないのですから。 

 

おそらく、少なからぬ数のかたが、「そん

なことをしたら、相手の思うつぼだ」「負

けてしまう」と、感じられると思います。 

でも、自分のなかでたたかいを終わらせ

てから、ことにあたると、びっくりする

くらい、すっと、とおってしまうことが、

しばしばあるのです。 

 

理論的な証明はできないのですけれども、

少なくとも、私自身の体験では、そのよ

うになっているのです。 

ひょっとしたら、それは、鏡の法則と呼

ばれるものなのかもしれません。 

自分自身の波動がおだやかになると、無

意識のうちに、相手の波動にも影響をお

よぼす、ということなのかもしれません。 

 

結果は、どう出るかわかりません。 

でも、どのみち、簡単には解決すること

ではなかったことのはずです。だったら、

だめもとで、いつもとちがうやりかたを

選んでみるのも、ひとつの方法でしょう。 

 

「たたかわない勇気」…月夜に降りてき

た、不思議なメッセージ。それはまさに、

燃えさかる太陽とは対照的に、おだやか

にはたらきかける、お月さまの思いその

ものなのかもしれません…。 
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